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「被災者が被災者を　
　　 思いやる美しさ」

R I第2790地区
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　東日本大震災は、ともすれば夥しい死者 ･ 行方不明

者の数や街ごと消し去った津波の恐ろしさ、先の見え

ない福島原発の放射線漏れに注目が集まりますが、地

区内で未だに下水道が切断されている家の多いことは

忘れ去られようとしています。

　私たちの生活にとって上下水道と電気はそれがある

時は何事もないかのように暮らしていますが、いざ

失ってみると生活の質そのものが破壊されることを知

ります。浦安や習志野の液状化による下水道の不通は

市民のこころを蝕みつつ完全回復にはなお相当の時間

を要します。

　現在進行形で被災を続けている人々に、私達はどん

な支援の手を差しのべることができるのでしょうか。

道路や下水道の整備は自治体が動かなければ改善され

ません。無力感を感じながら私達にできることは常に

被災者にこころを寄り添わせることだけです。

　しかし、氷点下の体育館に毛布 1 枚で震えている避

難民を想い、わが家の暖房を止めることはできても、

トイレの水を流せない人々を想いながら同じようにす

ることはできません。

　この未曾有の爪跡を前にして何不自由のない生活を

している私達は、出来る範囲での寄付をすること、身

体を動かして個人でできる奉仕を実践すること、ロー

タリーを通じて支援プログラムを立ち上げること、そ

してもう 1 つ大切なのは消費者マインドを過度に冷却

化させないために普通に暮らしてお金を使ってゆくこ

と、それが幸運にも被災を免れた者の義務なのでしょ

う。日本全体を萎縮させないためにはなるべく生産活

動をまわしてゆかねばならないのです。

　私は今回の募金活動を通じて様々な感動をいただき

ました。千葉クラブの皆さんは60周年記念式典を取り

やめて大きな寄付をされました。また習志野クラブの

皆さんは 3 年後に控えた50周年の積立金を取り崩して
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織田吉郎ガバナーへ

　数日前に日本を襲った壊滅的な災害に

対する私の深い悲哀の念を、ガバナーお

よび2790地区のロータリアンの皆様に

お伝え申し上げたく、お便りいたします。

誰もが夢想だにしなかった大惨事は何千

人もの命を奪い、何百万もの日本国民に

辛苦をもたらしました。

　銚子は地震と津波の影響を大きく受け

た地域の一つと聞いております。2790地

区のロータリアンの皆様と織田ガバナー

ご自身に甚大な被害が及び、幾多の苦難

を強いているのではないでしょうか。

　直面する問題と闘うべく勇敢に立ち上

がった日本の皆様が、決意をもって被害

を乗り越えられますよう、願い、祈って

います。

　織田ガバナーと2790地区のロータリ

アンはご無事かどうか大変心配しており

ます。どうかすべてのロータリアンとそ

のご家族に私の深い哀悼の念をお伝え下

さい。昨年11月、地区大会にお邪魔した

際に智江美さんと私にお示しくださった

優しいお心遣いを今も忘れません。私ど

もがこの度の恐ろしい災害にたいへん心

を痛めていること、この困苦と悲しみの

時を皆様と分かち合いたいと願っている

ことをどうか皆様にお伝え下さい。

　神様のご加護が御許にありますように。

　　　　ビチャイ･ラタクル　
　

「記念事業の前倒し」をされました。また浦安ク

ラブ、千葉南クラブの皆さんも寄付をしてくださ

いました。

　これらのクラブに共通しているのは自ら被災地

にクラブがあるということです。義捐金を寄せて

くださった被災地クラブは他にも数多くありま

す。

　自分の足元の状況も大変なのに、もっと苦しん

でいる被災者を思いやっておられる姿に深い敬意

を覚えずにはいられません。

　「ガバナーは地区内のことだけ考えていればよ

い。ガバナーにとって地区内はわが子も同然、子

供が困っている時に他所の家の心配はしなくても

いい。それは皆許してくれる筈」とアドバイスを

してくださった先輩がおられます。

　しかし私はきっと義捐金を下さった皆様は、地

区内も心配だけれど他地区の惨状を見過ごすこと

はできないとの思いを込めて下さったのだろう、

多くの被災地クラブの皆さんがそうされたよう

に……そう考えて皆様からお預かりした義捐金の

すべてをガバナー会に送金させていただいており

ます。

　この大震災の只中にあって、被災者が平静と秩

序を保っていることに驚嘆する外国メディアの

ニュースが日本人を勇気付けるということは、も

はや驚くことではなくなりました。わずかな食糧

を争奪するどころか互いに譲り合いながら秩序正

しく極限的な避難生活を続けている被災者たちの

姿を見るとき、そしてそれをCNNの記者が「略

奪のような行為はショッキングなほど皆無だ、皆

が正直さと誠実さに駆られて機能しているよう

だ」とレポートしているのを聞く時、私はあらた

めて日本人であることに誇りを感じます。

　被災者の皆さんに日本人本来の真面目さ誠実さ

を見て、こうした静かな寛容の心の中に情熱的な

復興のエネルギーが隠れているのだと知り感動し

ます。

　日頃自己研鑽を重ねている人々の集いである

ロータリーは今、最も高い理念を持つ奉仕実践集

団であることを試されている……私はそう考えて

います。
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第第１１分区　ガバナー補佐分区　ガバナー補佐 　　大 八 木　 　諭　　

　第 1 分区のＩＭ開催は 1 月28日と、少し早い開催となりました。

色々と行事日程が分区・各クラブで重なりました結果、早めの開催と

なりましたが、皆さま方多数の参加を頂き、厚く御礼申し上げます。

　杉木パストガバナーを迎えし「増強と退会防止について」をお話し

願いました。

1 ）現在の現状　　

2 ）退会者増について　　

3 ）新入会員の増強と新陳代謝等について

と、データによる色々な考え方でございました。

　 3 クラブ代表にクラブの考え方、どの様な問題点、目標数を入れながらの発表をしてもらい、ＩＭ

を終える事ができました。

　ＩＭの目的の、分区のロータリアンが一同に会し、互いの面識を広め、情報を交換し、そして親

睦を深めるという目的は達したと思います。

　又、織田ガバナーが言われております「自分のクラブ

は自分で」ということのつながりも、一つのヒントになっ

た様に感じました。

　第 1 分区では新クラブが出来ましたので、初めてＩＭ

に参加された方は良い勉強になりましたと言う声も聞か

れました。まずはＩＭが開催された事を報告致します。

第第２２分区　ガバナー補佐分区　ガバナー補佐 　　金　子　研　一　　

　今年度、第 2 分区の皆さま方には大変お世話になっております。

　分区最後の公式行事であるＩＭ（インターシティミーテイング）が 2 月17日（木）に三井ガーデ

ンホテル船橋ららぽーとにて開催されました。

　例年ですと次年度会長の事業方針を発表する勉強会形式でありましたが、今年度は、2000～01年

のＰＧ秋元秀夫様にお越しいただき、良き時代のロータリーを知るために御講演を戴きました。講

演後の懇親会では元ＳＫＤメンバーである船橋南ＲＣ桜丘けい

子幹事歌劇団の華やかなレビューショーで大変盛り上がりました。

　当分区内での相互的連携をしていただくためにも、テーブル

はクラブ毎にはせず、分区内の各クラブ会員のフェローシップ

を深めるよう、また職業や情報もシェア出来るよう席を配置い

たしました。

　ロータリーの最大の強みは会員だと思います。全世界で、事

業や専門職務に携わる120万人の会員は、それぞれの地域社会
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で影響力、コネクション、地元での存在感を備えていると言

われており、今回会員の皆様にも分区内で他クラブの良きご

友人を得る機会にしていただけたらと配慮いたしました。

　また、ＲＩの事務総長がエド・フタ氏から変わり、ロータ

リーの流れに変化があるようですので、一年間の総まとめを

最後の補佐訪問で報告させていただきます。

　ＩＭ開催後の去る 2 月25日、当クラブのＩＭ実行委員長　神谷善倫会員が御自宅にて永眠いたし

ました事をこの場をお借りして御報告いたしますと共に、神谷会員の御冥福を心よりお祈りいたし

ております。

　第第３３分区Ａ　ガバナー補佐分区Ａ　ガバナー補佐 　　宇 佐 見 　　透　　

第第３３分区Ｂ　ガバナー補佐分区Ｂ　ガバナー補佐 　　水　野　謙　一　　

　平成11年、第 3 分区をＡ（ 7 クラブ）とＢ（ 6 クラブ）

に分け、それぞれが独自に I. M.を開催するように

なり12年が経過しました。今年度、新たな試みとし

て千葉市、市原市を中心とした 2 つの分区が協力し、

真に都市連合会（Intercity Meeting）と呼ぶにふ

さわしい会合を開催することが出来ました。幕張

RC、千葉南 RC、2 つのホストクラブは勿論のこと、

その主旨を充分にご理解下さり、250名を超える参加登録を推進して下さった各クラブの会長、幹

事の皆様に改めて御礼を申し上げます。

　2011年 2 月14日、会場となったホテル ザ・マンハッタンでの打ち合わせと会場準備を終えた私た

ちの目の前に広がったのは一面の銀世界。その優しい降り方はまさになごり雪と呼ぶにふさわしい

ものでした。一夜明けた開催当日。朝から真っ蒼に晴れ上がった青空と強烈に射し込む太陽の光に、

心配したなごり雪は儚く間にその姿を消し去ってしまいました。昼すぎにはやはり交通渋滞を心配

され、御自分の所属されておられる横浜 RC の例会を休まれた講師の北原照久先生が到着。一気に

緊張モードへ突入するも、ＴＶから受けるそのままの気さくな対応についついロータリアン同士。気

づいたらロータリー談議で盛り上がっておりました。ちなみに講演内容をお知りになりたい方は幕張

ロータリーの事務局までお問い合わせ下さい。最初、講演依頼にお伺いした際どうしても譲れない

条件があると述べられ、『講演時間は最低でも 2 時間下さい。決して飽きさせないし、それだけの

時間がないと想いを伝えられません』と言われるとおり、本当に

楽しくかつ元気になれた講演内容でした。懇親会への休憩時間に

はサイン入りの著書販売に長蛇の列。数名の方を除いて殆んどの

方が懇親会に残られ、次々と握手を求められ、北原先生には食事

を楽しんで頂く時間も無かった盛況ぶりでした。後日、多くの方々

から、おもしろかったぞ、良い企画だったなとお褒めの言葉を頂

くたびに、様々な問題を解決し、開催出来た喜びを感じています。

　運営や食事などご配慮下さったホテル・ザ・マンハッタンのス

タッフの皆様、印刷等でご苦労頂いた㈱さかき様、看板等々セブ

ンサービス様、他皆様のご協力に感謝します。
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第第44分区　ガバナー補佐分区　ガバナー補佐 　　北　見　洋　司　

　　第 4 分区のＩＭは、2011 年 2 月 4 日（金）君津市ホテル千成におい

て、分区内会員130名の登録をいただき開催させていただきました。

　今年度のＩＭでは、地区大会においてＲＩ会長代理をお勤めいただ

いた第2680地区パストガバナーである田中毅様に講師をお願いいた

しました。田中様には豊富な知見のなかから、ロータリーとはどうい

うものかを、会員の皆様にお話しいただきたいとお願いし「職業奉仕

その原点と未来展望」というテーマでのご講演をしていただきました。

　ロータリーについての講演となると、とかく難しい話になりがちですが、田中様はロータリーの

歴史から大変解りやすく講演してくださいました。100分の講演があっという間に感じられました。

　また、当日は織田ガバナーにも出席をいただきました。 地区大会に田中毅様をＲＩ代理にお願

いした経緯などについてもお話いただきました。 

　そして、その地区大会での田中様のご講演を聞かせていただき、「会員の皆様にも聞かせたい」

という思いをもった分区内ロータリークラブの会長・幹事さんが大変多くいらっしゃったことが、

私の思いと合致して今回のＩＭでも講師をお願いすることになりました。

　参加した会員の方からは「非常にわかりやすかった」とか、「ロー

タリーへの理解を深めることができた」といった声が聞かれました。

　第 4 分区内の各ロータリークラブの皆様も積極的に参加をされ、予想

を上回る会員の皆様に参加をいただき有意義なＩＭになったものと思っ

ております。

　開催にあたりましてご協力をいただきました皆様に感謝申し上げます。

第第55分区　ガバナー補佐分区　ガバナー補佐 　　佐　野　昭　雄　
　　　

　東日本大震災に被災された方々に心からお見舞い申し上げます。

　私ども第 5 分区のＩＭは 2 月 16 日（水）にパストガバナー白鳥政

孝様をリーダーにお迎えし富浦ロイヤルホテルにて開催されました。

　白鳥リーダーには“ロータリーの恩恵”というテーマで大変貴

重なお話をしていただきました。ロータリーの恩恵を社会に放出

することが功徳を積むことになる。即ちその恩恵をロータリアン

だけではなく他の人々と分かち合うことが重要なのだということに共感を覚えた次第でありました。

　その後、直前ガバナー補佐鋸南ロータリークラブの渡邉会員に感謝状と記念品を贈呈し、勝浦

ロータリークラブの次年度ガバナー補佐釜田会員並びに関会長よりご挨拶をいただき閉会となりま

した。なお懇親会ではロータリーの好意と友情を多いに深めることができました。

　末筆ながらホストクラブの渡邊会長はじめ会員の皆

様、分区幹事の鈴木会員の熱意とご努力に感謝を申し

上げＩＭの報告とさせていただきます。

＊ＩＭ特別講演として 4 月 2 日に予定しておりました

横浜ロータリークラブ会員北原照久氏のお話は 9 月

3 日（土）に延期致しました。
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第第66分区　ガバナー補佐分区　ガバナー補佐 　　小　川　秀　二小　川　秀　二　

　 2 月15日東金文化会館に於いて第 6 分区ＩＭが開催されまし

た。テーマは『人生における職業奉仕の実践』とし杉木ＰＧをリー

ダーに又基調講演は不二屋 山田会長にお願いして『我が職業人

生』の演題にて企業倫理をとりあげてお話をいただきました。皆

様御存知の様に先年不二屋のチョットした気の緩み（本来はあっ

てはいけない事）から順調な業績に危機がおとずれました。企業

は針の穴からいとも簡単に滅亡にいたり又元に戻すにはとてつもな

い時間と費用がかかる事を実践の教えとしてお話しいただきました。

　今回のＩＭは準備から当日まですべて中村委員長他に依る実行

委員会の皆さまが運営してくれましてガバナー補佐の私は点鐘が

唯一の役目と言っていいほど楽をさせていただいたＩＭになりま

した。盛会の中で終了した事には当クラブメンバー又多勢参加賜

りました 6 分区のロータリアンの皆様に感謝を申し上げる次第で

あります。ありがとうございました。

第第77分区　ガバナー補佐分区　ガバナー補佐 　　小　関　邦　夫小　関　邦　夫　

　第 7 分区のＩＭは 2 月26日織田ガバナー

をお迎えしてヒューマンプラザ黄鶴にて行

われました。

　銚子、銚子東、八日市場、旭の 4 クラブ

が一同に会し、織田ガバナーより「ロータ

リーライフの楽しみ方」をテーマの基調講

演を頂きました。また各クラブから代表

者をリーダーに 4 グループに分かれてのグ

ループ討議形式をとりまして活発な発表や

ご意見を会員の皆様より頂きました。

　去年までは、各クラブからの一人を代表にテーマに沿った発表形式が続いておりましたので、今

年は全員参加で意見発表の出来る形式に致しました。

　みなさんそれぞれの楽しみ方があると思います。各リーダー様の報告書をお読み頂きたいと思い

ます。会議終了後は懇親会へと移りまして和やかな談笑のうちに無事ＩＭが出来ました。

第第88分区　ガバナー補佐分区　ガバナー補佐 　　宇　井　一　雄宇　井　一　雄　

　ＩＭの日程の決定は全分区の中で最後になってしまった。内定した会場が検定に優先使用された

が、幸い講師久保木善浩氏の都合がついて、2 月 6 日佐原商工会議所を会場に開催できた。

　佐原・小見川・多古・佐原香取 RC の 4 クラブ115名中52名が参加した。終了後は講師を囲んで

懇親を開催した。

　情報研究会はＲＣ関連で開催したからＩＭは別と考えていたので、地元出身の33歳夕刊フジ記者



－ 7 －

の講演会を開催した。

　彼は高校時代に弁論をしており、福祉関係の大学に進

学したものの恩師の勧めで受験した新聞社記者に特に弁

論を認められて入社し、松井の番記者として渡米、第 1

回WBCも取材した。

　講演会には弁論部の後輩になる高校 1 年女子 2 名も参

加させて講演の間に彼女等の巧みな弁論も聞かせてくれた。

　本題の「地域の活性化」に入る前に、地元佐原・水郷

はいつ来ても美しい故郷だ。が、少し元気がない。活性化する

為には人口を増やすか、雇用をふやすか。何れしかない。

　例として、親しい付合いをしている同年の外食産業の社長が、

コストを下げながら、どんどん店舗拡大をつづけている。

　どうして、そこまでやるのか ?  「雇用を生み出すためだ」と

いう。

第第99分区　ガバナー補佐分区　ガバナー補佐 　　石　井　勝　雄石　井　勝　雄　

　2011年 2 月 9 日ホテル日航成田にて第 9 分 区 の イ ン

ターシティミーティングを講演会形式で開催致しまし

た。講師に中京大学名誉教授の水谷研治先生をお招き致

しまして、「日本経済のゆくえ」について講演いただき

ました。このテーマは我々企業経営者にとって最も高い

関心事の一つであります。グローバル化に依る人、物、

金の流れが急変し、先行き不透明な諸問題が山積してい

る昨今、これ等の問題点を高い視野と深い洞察力でこれからの日本経済を展望し、実践指針のヒン

トを解説して頂きました。先般のロータリー情報研究会で学ん

だ「ロータリーの原点は職業奉仕にあり」と言われた理念にも

合致するものと考えます。

　激変する環境変化を素早く捉え、これまでの知識や経験にと

らわれず、ピンチをチャンスと考え、此の難局を乗り越えてい

く為のヒント、指針を考えて頂ける有意義な一日となりました。

第第1010分区　ガバナー補佐分区　ガバナー補佐 　　飯　合　幸　夫飯　合　幸　夫　

　第10分区インターシティミーティングは、2 月18日にクレス

トホテルにて開催されました。当日は柏、我孫子両市長を来賓

としてお迎えし、リーダーは圡屋パストガバナーにお願いを致

しました。今年度私の掲げたテーマは「エンジョイロータリー」

であります。このテーマに沿った I M と言うことで、記念講

演を「栄養と料理」の元編集長の佐藤達夫氏に「健康情報のウソ、

ホント」と題して、お願いをしました。私たちロータリアンが
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常に頭の隅にある生活習慣病や、メタボの話を90分にわたり

楽しく分かりやすくお話しをいただきました。後半は、各ク

ラブの代表の人に、「我がクラブの自慢」と題して自慢話を

していただきました。各クラブが創立以来の歴史と伝統を、

本年度織田ガバナーのテーマである「スタイル（様式）を磨

こう」に併せて見直すきっかけにとの思いからです。

　最後は、会場を別に移動して自由参加の有料懇親会を開催

し、大勢の参加をいただき懇親を深めて終了致しました。

第第1111分区　ガバナー補佐分区　ガバナー補佐 　　椎　名　博　信椎　名　博　信　

ＩＭをクラブの活力に！

　ユーカリが丘のウィシュトンホテルで開催されたＩＭは、評

判の良かった昨秋の情報研究会を倣ってクラブ混成のテーブル

ディスカッション形式選び、リーダーには現役の織田ガバナー

をお呼びしました。従来はゲスト講演と各ＲＣ次期会長から卓

話を頂く事が慣例でしたが「ロータリーの危機」を少しでも克

服する為に、敢えて全員参加型で双方向議論が出来るスタイルを選択し、懇親会まで含めると 5 時

間に及ぶ長いプログラムです。

　ガバナーを交えクラブ毎に写真撮影を行い点鐘、織田リーダーは「クラブ活性化と会員増強」を

テーマに、クラブデーターの詳細な解析と公式訪問で学んだ機会点と問題点を分り易く話して頂き

ました。

　写真は会場の様子と 7 月から渡辺ガバナー補佐を

輩出する八千代ＲＣの皆様です。機知に富んだ発表

をした14名のテーブルリーダー、最後まで多勢参加

して頂いたクラブの皆様、会場設営や受付をして頂

いたホストクラブ、司会進行や報告書作成をしてく

れる分区幹事の鳥飼パスト会長に心より御礼申上

げます。

第第1212分区　ガバナー補佐分区　ガバナー補佐 　　得　 居　  　仁得　 居　  　仁　

　平成23年 2 月14日（月）松戸商工会議所にて、同分区

内 5 クラブ合同例会に引き続いて、第12分区インターシ

ティ・ミーティングを開催いたしました。

　合同例会での地区職業奉仕研修委員会委員・中山政明

松戸ＲＣ会員による卓話「職業奉仕について」を基調講

演とし、パストガバナー圡屋亮平様をＩＭリーダーとし

てお迎えし、「今、再び職業奉仕を語り合おう」と題してのシンポジウムを企画致しました。

　シンポジウムでは、圡屋パストガバナー・地区職業奉仕委員長をコーディネーターとして、各ク

ラブ会員から出された職業奉仕に関する質問に、パネラーとしてお迎えした地区職業奉仕委員会の
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6 名の委員が回答する、約75分間の双方向討論を行

いました。

　 4 大奉仕の中での職業奉仕の意味や理念を問うこ

とから始まり、実際の自分の仕事に職業奉仕をど

のように関わらせれば良いのか、といった職業奉仕

の実践を問う具体的な質問等がされ、これらにパネ

ラーが分かり易い平易な言葉で回答し、更に参加者

が自分の言葉でこれに意見を表明するという、熱心

な議論が行われ、大変に熱気のこもった、あっという間の75分間でした。

　今回のＩＭが、出席したロータリアン全員に、決して難しくはない「職業奉仕」について、学び、

改めて考え、そして実践に踏み出す 1 つの大きなステップになったものと確信いたしております。

第第1313分区　ガバナー補佐分区　ガバナー補佐 　　髙　 梨　 　 茂髙　 梨　 　 茂　

　2010～11年度第13分区インターシティーミー

ティングは2011年 2 月 5 日に野田東武ホテルに

て、野田市長根本崇様をご来賓として、パスト

ガバナー杉木禧夫様をリーダーとしてお迎えし

開催致しました。根本崇市長のご挨拶につづい

て、本日のリーダー杉木禧夫パストガバナーの

ご挨拶、基調講演がございました。

　杉木リーダーの職業奉仕についての非常に格調の高い講演がありました。まとめの一部を紹介さ

せていただきます。職業奉仕とは職業人としての経営哲学である“超我の奉仕”即ち利己利他の調

和を図る原則、そして人間としての倫理観の高揚に努め、これ等を自らの人生哲学として、忠実に

して誠実に職業を営んでまいりますれば、結果としての「信用」という大きな対価を得、やがては

その事業が将来にわたり、隆々と栄えていくのだという次第です。

　ところで昨年、閉塞感漂う日本に希望をもたらすニュースがありました。2010年ノーベル化学賞

を、北大名誉教授鈴木先生、パデュー大学特別教授根岸先生が受賞されました。

有機物結合のクロス、カップリング方式は新素材を生み、薬や電子産業に貢献する世界的な大発見

とのことです。鈴木先生は社会貢献する為に特許等は一切とらずに利用関係者にすべて解放したと

述べており、これこそが究極の職業奉仕ではないでしょうか。リーダー自身大いに感動したと話し

ております。

　リーダーの基調講演の後、流山クラブ、野田東クラブ、流山中央クラブ、野田セントラルクラブ、

野田クラブの順で、各会長エレクトの提言発表があ

り、熱く次年度に対する思いとロータリーの奉仕と

親睦に対する発表がありました。

　その後、杉木リーダーの総評で終了致しました。

　終了後 5 クラブ合同例会は懇親会にて多数の会員

の参加のもと杉木リーダーを交えて各クラブとの意

見交換、懇親を深め非常に有意義で楽しい雰囲気で

終了致しました。
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行　事　予　定　（5月）

　1 日（日）

　2 日（月）

　8 日（日）

1 5 日（日）

2 1 日（土）

2 8 日（土）

【青少年による環境をテーマとする模擬国連】　京葉銀行文化プラザ

第44回インターアクト指導者講習会　東天紅　13：00～17：00

【国際親善奨学生選考会】　ロータリー財団委員会　第10回委員会　青少年女性会館　9：00～

第4回ガバナー補佐予定者会議（11－12年度）　会場　千葉スカイウィンドゥズ東天紅　15：00～

ＲＩ国際大会　米国ルイジアナ州　ニューオリンズ　～25日（日）

ローターアクト年次大会

文 庫 通 信（283号）

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約 2 万 3 千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。

閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承り

ます。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目

録」を備えてありますので、ご活用願います。　

　以下資料のご紹介を致します。

～ 最近の資料より ～

◎「ロータリーへの道［三訂版］」　ポール・ハリス著 ; 柴田實訳　成田RC　2011　372p　［申込先 : 成田 RC　FAX 0476－33－8786］

◎「ロータリーの日常の知識」　三木 明訳　2010　83p（A Talking Knowledge of Rotary）　［申込先：三木 明　FAX 079－223－2477］

◎「決議 23－34 について」　山﨑　勝　2010　32p　（D,2720 ガバナー月信総集編）　［申込先：ロータリー文庫（コピー／ PDF）］

◎「職業奉仕の目ざす所」　勝野露観　2010　12p　（職業奉仕その心と今日的役割 D,2640）　［申込先：ロータリー文庫（コピー／ PDF）］

◎「ロータリアンの職業宣言について考えることー『職業奉仕の現在的意義』」　北岡　満　2010　4p

（職業奉仕その心と今日的役割 D,2640）［申込先：ロータリー文庫（コピー／ PDF）］

◎「『四つのテスト』の解釈について」　辻林俊彦　2010　2p

（職業奉仕その心と今日的役割 D,2640）［申込先：ロータリー文庫（コピー／ PDF）］

◎「ロータリー入門書 2010-2011 年度版」　前原勝樹・重田政信　2010　197p　［申込先：北斗事業出版　TEL 03－5207－6681］

◎「ロータリークラブ　簡単図解」　鈴木章夫　D,2520　[2011]　12p　[ 申込先：ロータリー文庫 ]

◎「カンボジア・ベトナム海外研修」　柏木希予　2010　1p

　（D,2650 インターアクト海外研修報告）［申込先：ロータリー文庫（コピー／ PDF）］

［上記申込先：ロータリー文庫（コピー/PDF）］

〒105－0011 東京都港区芝公園 2－6－15 黒龍芝公園ビル 3 F 　　TEL：03－3433－6456　FAX：03－3459－7506

http ://www.rotary-bunko.gr.jp/　　開館　午前10時～午後 5 時　　休館　土・日・祝祭日

インターネット生中継のお知らせインターネット生中継のお知らせ

　銚子東ロータリークラブでは「第39回創立記念例会」を

市民・関係者の方々へご視聴頂くことによりクラブ活動の

ＰＲに活かしたいと今回、試験放送を実施します。

　地区内のロータリアンの皆様も是非ご視聴ください。

日　　時　　2011年 5 月31日（火）18：30～19：30（60分）

会　　場　　銚子プラザホテル

放送内容　　第39回創立記念例会及び懇親会風景

放送について

USTREAM（ユーストリーム）というインターネット生中継システムを利用した放送のため、インターネット

が使えるパソコンからどなたでもご覧いただく事が出来ます。

【URL】http://www.tcs-net.ne.jp/~rc/

上記ホームページより、「39回創立記念例会」のバナーをクリックしてください。
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ロータリー財団寄付

年次寄付（マルチプル・ポール・ハリス・フェロー）

氏　　　名 クラブ名

飯 島 俊 一 袖 ヶ 浦 RC 4 回目

吉 田 裕 成 千 葉 南 RC 3 回目

田 村 哲 彦 市川シビック RC 2 回目

牧 野 隆 一 市川シビック RC 1 回目

山 口 　 薫 市川シビック RC 1 回目

岡　田　喜三男 市川シビック RC 1 回目

米山記念奨学会寄付

氏　　　名 クラブ名

鎌 田 　 栄 八　　街 RC 12回目

吉 田 裕 成 千 葉 南 RC 5 回目

椎 名 正 良 　　旭 　 RC 1 回目

宮 野 作 一 　　旭 　 RC 1 回目

寄付者紹介（敬称略）

新ロータリアン（敬称略）

金 坂 一 郎

（茂原RC）

青果市場

1月6日入会

関 根 将 智

（柏RC）

旅行業

2月4日入会

佐 藤 英 雄

（成田RC）

石材加工

2月28日入会

最 首 利 光

（茂原RC）

税理士

1月6日入会

佐 野 修 一

（旭RC）

飲食業
（ハンバーガーレストラン）

3月4日入会

小 林 正 樹

（船橋RC）

旅行業

3月22日入会

池 田 英 乗

（館山RC）

仏教

3月23日入会

徳 本 浩 俊

（袖ケ浦RC）

設備工事業

3月7日入会

小 貫 順 一

（船橋みなとRC）

生命保険

4月1日入会

中 地 　 修

（柏RC）

証券業

4月13日入会

土 井 正 彦

（茂原RC）

化学工業品製造

4月7日入会

冨 野 　 官

（柏RC）

警備保障

4月13日入会

唐 澤 秀 明

（千葉幕張RC）

料理学校

4月5日入会

物故会員 （敬称略）

神 林 聖 光（柏西RC）

逝去日：2011年 3 月12日（享年 61歳）

入会日：1998年 5 月

ロータリー歴　12年



国際ロータリー第2790地区（千葉）出席・会員数報告（2011年 3 月分）

分
区 クラブ名 出席率

％

例
会
数

会　員　数

7/1 女 当月 女 増減

第
1
分
区

市 川 100.00 3 48 0 49 0 1 

市 川 東 100.00 3 42 1 40 0 -2 

市 川 南 68.60 3 17 1 17 1 0 

浦 安 95.00 3 41 0 43 0 2 

市川シビック 73.60 2 38 0 38 0 0 

浦 安 ベ イ 80.90 4 21 0 21 0 0 

第
2
分
区

船 橋 92.75 3 24 0 23 0 -1 

船 橋 西 85.55 3 48 4 44 4 -4 

鎌 ヶ 谷 78.18 5 25 2 25 2 0 

船 橋 東 88.88 4 31 5 30 5 -1 

船 橋 南 77.61 3 25 2 24 2 -1 

船橋みなと 74.97 4 26 7 25 7 -1 

第
3
分
区
Ａ

千 葉 82.81 2 65 0 65 0 0 

新 千 葉 94.29 4 47 0 47 0 0 

千 葉 西 86.11 2 50 5 49 4 -1 

千 葉 中 央 74.68 2 37 0 38 0 1 

千 葉 幕 張 81.98 4 32 4 34 4 2 

千 葉 東 75.00 2 28 3 30 4 2 

千 葉 若 潮 86.92 4 30 0 31 0 1 

第
3
分
区
Ｂ

千 葉 南 85.53 2 37 4 39 4 2 

市 原 77.27 4 43 3 44 3 1 

千 葉 港 74.50 4 29 0 29 0 0 

市 原 中 央 86.54 5 50 1 52 1 2 

千 葉 北 71.43 3 22 1 22 1 0 

千 葉 緑 61.90 3 27 2 28 2 1 

第
4
分
区

木 更 津 80.00 4 41 3 45 4 4 

上 総 73.34 5 19 0 18 0 -1 

富 津 90.28 4 19 1 18 1 -1 

富 津 中 央 81.79 4 22 0 21 0 -1 

木 更 津 東 87.76 4 40 0 45 0 5 

君 津 92.10 2 39 2 40 2 1 

袖 ヶ 浦 98.07 2 28 3 27 3 -1 

富津シティ 77.94 4 19 0 17 0 -2 

第
5
分
区

館 山 89.13 4 56 4 55 3 -1 

鴨 川 65.71 5 27 2 28 4 1 

勝 浦 79.38 4 42 8 40 6 -2 

千 倉 76.79 4 16 1 15 2 -1 

鋸 南 92.60 3 13 1 14 1 1 

館 山 ベ イ 57.57 3 24 0 22 0 -2 

第
6
分
区

茂 原 82.69 5 58 2 59 2 1 

東 金 75.20 5 25 0 25 0 0 

大 原 76.80 5 15 1 14 1 -1 

分
区 クラブ名 出席率

％

例
会
数

会　員　数

7/1 女 当月 女 増減

第
6
分
区

大 多 喜 74.99 4 13 1 12 1 -1 

成田空港南 89.93 3 40 0 43 0 3 

茂 原 東 86.45 4 28 3 24 3 -4 

茂 原 中 央 76.19 4 22 2 23 2 1 

大 網 75.81 4 29 1 31 1 2 

東金ビュー 64.70 4 26 1 29 1 3 

第
７
分
区

銚 子 83.33 5 44 2 44 2 0 

旭 90.00 4 45 1 44 1 -1 

八 日 市 場 84.40 4 44 2 46 2 2 

銚 子 東 80.63 5 33 0 31 0 -2 

第
8
分
区

佐 原 78.63 5 45 0 48 0 3 

多 古 68.00 5 19 0 16 0 -3 

小 見 川 85.71 4 23 0 21 0 -2 

佐 原 香 取 86.30 2 26 0 26 0 0 

第
9
分
区

成 田 100.00 3 58 0 62 0 4 

八 街 82.20 5 39 1 39 1 0 

印 西 82.22 5 28 0 27 0 -1 

白 井 63.00 2 15 0 15 0 0 

富 里 85.10 4 27 0 27 0 0 

成田コスモポリタン 67.46 4 60 0 63 0 3 

第
10
分
区

柏 73.00 3 44 9 42 8 -2 

我 孫 子 73.30 5 26 0 27 0 1 

柏 西 64.61 3 51 3 54 3 3 

沼 南 89.47 4 23 1 21 1 -2 

柏 南 86.20 4 29 3 29 4 0 

第
11
分
区

習 志 野 68.42 5 38 1 39 1 1 

八 千 代 85.50 4 46 0 48 0 2 

佐 倉 55.77 4 13 2 13 2 0 

八千代中央 73.80 4 27 0 28 0 1 

四 街 道 71.32 5 22 3 23 4 1 

習志野中央 79.36 3 39 6 42 6 3 

佐 倉 中 央 64.28 4 14 1 14 2 0 

第
12
分
区

松 戸 85.81 3 48 0 52 0 4 

松 戸 東 87.78 3 53 0 53 0 0 

松 戸 北 89.20 4 40 0 37 0 -3 

松 戸 中 央 74.80 3 41 2 37 2 -4 

松 戸 西 76.81 4 21 0 23 0 2 

第
13
分
区

野 田 75.51 3 49 4 49 4 0 

流 山 69.47 5 19 4 19 4 0 

野 田 東 78.91 4 32 0 32 0 0 

流 山 中 央 80.00 4 23 2 23 2 0 

野田セントラル 83.31 3 25 0 24 0 -1 

クラブ数　84RC 2010年 7 月 1 日　地区会員数　　　　　2,773人

2011年 3 月末日　地区会員数　　　　　2,790人

2010年 7 月 1 日　地区女性会員数　　　  128人

2011年 3 月末日　地区女性会員数　　　  130人

当月平均出席率　81.54％

増減　　　　　　　 ＋17

女性会員増減　　　 ＋ 2

5 月のロータリーレート

82円

ガバナー月信Vol. 1 0
4 月号の訂正
2月末会員数　成田空港南RC　43人
2011年 2 月末　地区会員数　2,802人　増減＋29人


